
2014年度総会議案等に寄せられた質問等に対する回答並びに総会参加票に関するお願い

（公社）日本気象学会理事会

会員の皆様のご協力のお陰で，2014年度総会は無事

終了し，提案しました議案は，すべて承認されまし

た．改めまして篤く御礼申し上げます．

会員の皆様からお送りいただきました総会参加票に

は，多数のご質問・ご意見等が記載されていました．

時間の関係で，総会の席上では，その１つ１つにお答

えすることができませんでした．寄せられましたご質

問やご意見等のうち，共通する項目，さらに，理事会

で重要と判断いたしました項目につきまして，昨年度

と同様に「天気」誌上に回答を掲載いたします．

理事会ではいただいた多くの貴重なご意見等を真摯

に受け止め，学会運営に活かして行きたいと考えてい

ます．

また，今年度の総会におきまして，無効票が多数発

生いたしました．これにつきましても，会員の皆様へ

ご報告し，改めて注意喚起を行うとともに，理事会に

おきましても改善策を検討いたします．

Ⅰ 寄せられたご質問・ご意見等

１．事業計画と予算案を審議事項にすべきではない

か．

回答

昨年度の総会参加票でも質問が寄せられており，

「天気」2013年７月号で回答を掲載しております．以

下，昨年度の回答を再度掲載いたします．

「新公益法人制度では，事業計画と予算案は社員総

会の法定決議事項には含まれていません．この理由

としては，新制度では，事業計画並びに予算案につ

いて，各事業年度開始の日の前日までに作成するこ

ととなっており，総会決議事項とすると，現在の年

１回の総会開催体制では，事業年度開始の日の前日

までに作成・決定することが不可能であります．

従って，モデル定款，さらに多くの公益法人におい

ては，事業計画並びに予算案は理事会承認事項とし

ています．」（「天気」2013年７月号）

２．理事選任投票は無記名投票ではないか．

回答

議決権行使書面には社員氏名を記載することとされ

ています（公益法人法施行規則第７条）．

３．決算報告を分かりやすくする必要がある．

回答

昨年度の総会参加票でも同様の質問が寄せられてお

ります．書類等については，会員が明確に理解できる

よう，一層の改善に努めます．

４．表彰については総会決議事項ではないか．

回答

表彰等の活動は事業計画で認められており，個々の

表彰の実施内容については，理事会で慎重に審議し，

理事の全員投票で決定されています．

５．会員数の減少に対する具体的な対策の検討を行う

ことを要望する．2014年度事業計画では抜本的対

策がなされていない．

回答

会員数の増加対策については，理事会，支部長会議

等でも検討を行っています．会員限定サービス，日本

気象予報士会との連携，学生会員優遇策，気象庁職員

の入会推進策等，種々の検討を行っています．良い方

策等があれば，是非ご提示いただくようにお願いいた

します．

６．理事会について，シニアや若い世代を含むもっと

多様な構成を望む．また，理事会の出席率が低い

ようである．

回答

理事会構成の多様化や世代交代は，学会活性化に

とって重要であることから，今後も理事会等で議論を

行っていきます．また，理事会についてはテレビ会議

等を活用して，出席率の増加に努めています．

Ⅱ 総会参加票の無効票について

今年度の総会に関連して，会員から送付された総会

参加票の約７％にあたる130票以上の無効票が発生し

ました（昨年度の３倍弱）．せっかく総会参加票を送

付いただいても，それが活かされないことになりま
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す．無効票発生の原因は，①押印漏れ，②複数の○印

の記入等となっています．

理事会では，次回総会までに総会参加票（議決権行

使書並びに議決権の代理行使の際の委任書）の形式に

ついて，関係機関と協議を行いながら検討を行い，無

効票の発生がないように改善を検討します．

会員の皆様も，総会参加票の記入に際しては，ご注

意をお願いします．

以上
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「 絡会」の発足につい台風研究連

連絡会代表 伊藤耕介

2014年６月の日本気象学会

て

台風研究

２回理事会にお

いて，以下の趣旨に基づく「台風研究連絡会」の発足

が認められましたのでお知らせします．

趣旨

台

第38期第

上もっとも激しい擾乱のひとつであ

り，台風研究に対する社会的な要請も大きい．しかし

ながら，台風にはMadden-Julian振動やモンスーン

循環といった惑星規模現象から数kmの雲対流活動や

スケールの小さい渦混合過程に至る

風は気象学

スケー

ルの現象が複雑に絡み合っているうえ，渦力学に関す

る基礎研究・観測手法・現業予報などの幅広い分野に

研究課題が存在している．そのため，個別の研究者・

学生が独力で全体像をつかむことは容易ではない．

本研究連絡会では，さまざまな分野の専門家が連携

し，深い理解に基づいた多面的な台風像を作り上げる

ことが重要であるという認識のもと，第一線で活躍す

る研究者による講演会などの機会を設ける．そして，

「これまでに何が理解され，いま何が理解されていな

いのか，もし

までマルチ

ることが求められているの

か？ それらの理解のためにはどうすればよいのか？」

を，参加者が納得いくまで徹底的に議論する．また，

本連絡会の活動が，日本における台風研究のレベル

アップにとどまらず，新たなテーマの発掘へと波及す

るよう，密な研究連携を積極的に推進する．

代表連絡先：伊藤耕介（琉球大学）itokosk＠sci.u-

ryukyu.ac.jp

事務局連絡先：中野満寿男（海洋研究開発機構）

masuo＠jamstec.go.jp

世話人：伊藤耕介（琉球大），沢田雅洋（気象研），中

野満寿男（海洋研究開発機構），筆保弘徳(横国大)，

宮本佳明（理研），柳瀬 亘（東大），山田広幸（琉

球大），吉田龍二（理研）（50音順）

ホームページ：http://www.itonwp.sci.u-ryukyu.ac.

jp/Typhoon Research Group/

本研究連絡会は台風セミナーを主催しています．今

後もセミナーや研究集会などを通じて，大学・研究機

関・現業機関との連携を推進し，台風研究のさらなる

発展に貢献して参ります．くは理解す


